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　航空安全運航の ための次世代 ウィン ドプロファイラによる乱気流検 出・予測技術 の開発
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　 航 空機 の 運 航 に重大な支障 を もた らす要 因 と

して、種 々 の 気象現 象が挙 げられ る 、 中で も大気

中 の 乱気流 （ウ ィ ン ドシ ア
ー

を含む）は、機体 の 改

良 ・改善で対処 し うるも の では なく、基本的に は

回避す る しか 方法がない e 国 土交通省運輸安全委

員会の 報告に よ る と、2000 〜2009 年 の 期間中に発

生 した大型機で の 事故は、半数以上が乱気流が原

因で あり、負傷者数 も重傷者 の 6 割 を乱気流に よ

るもの が 占め て い る e 現状で は 乱気流の観測デー

タ は パ イ ロ ッ トか らの 機 上 気 象 報 告 （Pil。 t

Weather　Report； PIREP）の みで あるが、　 PIREP は

パ イ ロ ッ トの 主観 も入 り、か つ 常時ある地点 ・高

度 を観測で きるもの で は ない 。こ の た め 、精密 に

乱 気流の 有 無 を常時把握 で き る新 た な観測機器

の 開発 が待た れ て い る。
一

方 、各種 の 乱気流予 測

技術 は、こ の PIREP データ に基づ い て 開発 されて

お り、その予測精度にはまだ改善の 余地が ある と

言える。

　 そこ で 、本年 7月 に鉄道 ・運輸機構 「運輸分野

にお ける基礎的研究推進制度一に よ り、表題の プ

ロ ジ ェ ク トを開始 し た。本研究で は、地上 か ら航

空機 の 巡航 高度 まで の 観測 が可能 な次世代 ウィ

ン ドプ ロ フ ァ イ ラ の プ ロ トタイ プ を開発 し、リモ

ー
トセ ン シ ン グに よ る乱気流検 出技術 の 確 立 を

目指 して い る 。 さらにそ の ウィ ン ドプ ロ フ ァ イ ラ

の 観測デー
タ を検証デー

タ として、乱気流 の 予測

精度を 向上 させ 、航空機事故防止 の 礎 とな る こ と

を 目的 とする 。

　本研究に よ り得 られ た成果 は 、 将来 、 気象庁な

ど で 現業で 気象観測 に使 われ る ウィ ン ドプ ロ フ

ァ イラ網に 組み込 まれ、大気監視 ・乱気流観測の

一
翼を担 うこ とにな る と期待 され る。さ らに 、乱

気流の 予測精度 が向上 する こ とで 、航空機 の 安全

な運航 に寄与す る こ とが期待 され る。

　講演で は 、本プ ロ ジ ェ ク トの概要及 び 初期結果

に つ い て 紹介す る 予 定 で あ る。
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